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年齢 18 19 20 21 22 23 合計
Ａ大学
（％）




０ 85 100 15 ０ １ 201人
（0.0）（42.3）（49.8）（7.5）（0.0）（0.5） （100）
表 ２ ．在胎期間
月数 ６ 月 ８ 月 10月 12月 14月
Ａ大学 0. 2％ 2. 1％ 87. 6％ 9. 0％ 1. 0％
Ｂ大学 0. 0％ 3. 5％ 86. 6％ 8. 0％ 2. 0％
表 ３ ．出生時体重
体重 １ kg ２ kg ３ kg ４ kg ５ kg
Ａ大学 0. 0％ 4. 5％ 94. 5％ 0. 7％ 0. 2％
Ｂ大学 1. 5％ 2. 0％ 95. 5％ 1. 0％ 0. 0％
─ 123 ─



















































知識 よくあった ときどき なかった
Ａ大学
有り 25. 7％ 60. 0％ 14. 3％
無し 18. 6％ 65. 7％ 15. 7％
合計 24. 5％ 61. 0％ 14. 5％
Ｂ大学
有り 12. 5％ 65. 5％ 22. 0％
無し  6. 1％ 48. 5％ 45. 5％
合計 11. 4％ 62. 7％ 25. 9％
表 ４ ．赤ちゃんをさわった経験
知識 よくあった ときどき なかった
Ａ大学
有り 28. 3％ 62. 3％  9. 4％
無し 21. 4％ 68. 6％ 10. 0％
合計 27. 1％ 63. 3％  9. 5％
Ｂ大学
有り 15. 5％ 73. 8％ 10. 7％
無し  6. 1％ 69. 7％ 24. 2％
合計 13. 9％ 73. 1％ 12. 9％
表 ６ ．赤ちゃんと関わったり遊んだりした経験
知識 よくあった ときどき なかった
Ａ大学
有り 27. 1％ 56. 9％ 16. 0％
無し 24. 3％ 61. 4％ 14. 3％
合計 26. 7％ 57. 6％ 15. 7％
Ｂ大学
有り 11. 3％ 66. 1％ 22. 6％
無し  3. 0％ 54. 5％ 42. 4％
































































知識 よくあった ときどき なかった
Ａ大学
有り 14. 0％ 31. 1％ 54. 9％
無し  5. 7％ 18. 6％ 75. 7％
合計 12. 6％ 29. 0％ 58. 3％
Ｂ大学
有り  2. 4％ 32. 7％ 64. 9％
無し  6. 1％ 24. 2％ 69. 7％
合計  3. 0％ 31. 3％ 65. 7％
表 ８ ．赤ちゃんのオムツを替えた経験
知識 よくあった ときどき なかった
Ａ大学
有り 17. 1％ 39. 4％ 43. 4％
無し  8. 6％ 32. 9％ 58. 6％
合計 15. 7％ 38. 3％ 46. 0％
Ｂ大学
有り  6. 0％ 39. 9％ 54. 2％
無し  6. 1％ 27. 3％ 66. 7％
合計  6. 0％ 37. 8％ 56. 2％
─ 125 ─

















































































１ 冊， １ 冊フィルム・カバーをかけている。著
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